
はじめに

私たちは第54回中・四国保育学生研究大会に

参加しました。開催場所は岡山県にあるくらし

き作陽大学で、七木田方美先生が引率してくだ

さいました。

保育学生研究大会に参加して

私たちは「大型迷路絵本を通した福島の親子

との交流　～はらぺこあおむしを題材に～」を

テーマに発表しました。発表は入退場を含めて

15分で、午前中に行われました。

講評では、四国大学短期大学部中村真理子先

生からいただきました。阪神淡路大震災での子

どもの姿と重ね合わせ、子どもの気持ちに寄り

添うだけではなく、親の支援も大切であるとい

う言葉をいただきました。質問の時間や発表が

すべて終わったあとに、福島の親子支援につい

て興味を持ってくださった先生もおられまし

た。

最後の学生交流会では、各学校の学校紹介に

あわせて、当番校のくらしき作陽大学の皆さん

が素敵なパフォーマンスを披露してくださいま

した。この保育学生研究大会は、保育者を目指

す人たちにとってとても有意義なものであると

感じました。

研究発表の内容

私たちは、親子の愛着形成をテーマに研究を

続けてきた。親子が触れ合ったり、楽しんだり

できるような場を作りたいと考え、エリックカ

ールの絵本「はらぺこあおむし」を題材に大型

迷路絵本の作成に取り組んだ。

また、これを題材に広島だけではなく、福島

の親子とも交流したいと考え、実際に福島を訪

れた。

（１）大型迷路絵本はらぺこあおむし

子どもだけではなく大人もよく知っている絵

本であり、色合いやストーリーが魅力的な絵本

である。あおむしが蝶になって羽ばたくまでを

描いている。その瞬間を子どもが味わえるよう

に絵本を忠実に再現し、様々な工夫を加えた。

また、迷路にすることによって、子どもがドキ

ドキしながら一歩一歩の歩みを自分で決めて進

めるような場面を作った。

（２）広島での予備調査

平成25年７月７日に開催された本学のある広

島市東区の親子交流広場「ぽっぽひがし」にて

約100組の親子を対象に大型迷路絵本を実施し

た。

広島市東区の予備調査では、初対面の子ども

同士が共感しながら遊ぶ姿に目を細める親の姿
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が見られた。特に、楽しそうに食べる場面で親

が安心した表情で子どものことを喜んで見てい

た（図１　図２）

しかし、子どもがさなぎの場面で立ち止まり、

蝶まで進めない子どもや、保護者が傍観してい

たり、過剰に声をかけたりという姿が見られた。

親子が快く気持ちを重ね合わせられるよう、背

景などを工夫して、蝶になる感動を親子がとも

に味わえるように改善した。

２．福島での研究の目的

災害時、親子の愛情が一時的に深まる。しか

し、福島の放射線量の高い地域では、子供を外

で遊ばせることができず、家の中ではストレス

がたまり、親が子に、子が親に、そのストレス

を向けがちである。

そこで私たちは、乳幼児期の親子がともに楽

しめる場を設定し、親子の心が楽しく通う瞬間

を想像することにより、被災した土地の親子の

現状と愛着形成を支えることを目的に研究を行

った。

３．研究の方法

（１）対象

福島県福島市にある社会福祉協議会が設営す

る親子広場に来場した親子。

（２）期間

平成25年９月24日から25日の２日間

（３）調査内容

被災地での親子関係について、観察および保

護者へのインタビュー調査を行う。

４．福島での調査

福島市保健福祉センターの６階にあるおもち

ゃ広場で10時～15時まで活動した。

（１）活動内容

①大型迷路絵本「はらぺこあおむし」

おもちゃ広場のフロアの一角で開放。

②はらぺこあおむしの読み聞かせ

時間を設定し、一日３、４回程度実施

③手遊び、わらべうた遊びなど

絵本と同じタイミングで実施。

④インタビュー調査

来場した親子のお母さんを中心とした保護者

にインタビューを行った。

（２）大型迷路絵本を通して

予備調査と比較をし、福島での実施では館内

に大型迷路絵本の実施をチラシで掲示していた

だきそれを見て楽しみにしてきてくれる親子の
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図１　大型迷路入口

図２　リンゴの穴で楽しむ親子

図２　リンゴの穴で楽しむ親子



姿があった。最初は怖くてなかなか進めなかっ

た子どもたちも保護者や学生と行くことで迷路

の楽しさを知り、こわばっていた表情から笑顔

に変わり「また行きたい！まだ行きたい！」と

何度も遊んでくれる姿があった。

保護者は楽しそうに遊んでいる子どもたちを

見て目を細められていた。過剰に声掛けをする

こともなく静かに見守ったり、子どもと壁に空

いた穴からのぞきながら会話をしてコミュニケ

ーションをとる姿があった。

（３）予備調査からの改善点

「はらぺこあおむし」の音楽をかけることで

イメージが広がり、月曜日にはリンゴを１つ食

べるなど歌を聴きながら楽しんでいる姿が見ら

れていた。最後の蝶を見てそこに子どもが立ち

「きれいなちょうちょになれたね」と声をかけ

て楽しめた。

（４）インタビュー調査内容

今、一番聞きたいことは何かをゼミで相談し

次の４点についてインタビューした。
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表１　福島に居住する親子の保護者の現在の心境



①大型迷路絵本の感想

②震災前と変化したこと

③子育てに対して不安に思うこと

④子どもたちに伝えたいこと

なお、質問調査は、保護者の了解を得てから

実施した。

（５）インタビュー調査分析

インタビューの②③④の項目について、保護

者が離された内容を「子ども」「親」「環境」を

大きく３つに分類した。

「子ども」：震災前後の遊びや生活の変化。

「親」：震災後不安に思うこと（ネガティブ）

（ポジティブ）、運動状況（環境）、子どもに対

する気持ち。

「環境」：震災を通しての変化、放射線につ

いて以上の３分類からさらに、それぞれの項目

ごとに、再度分類した。分類の結果は表１に示

す。

５．考　　察

福島に行ってみるまでは、被災地はどうなっ

ているのか全く想像が付かなかった。福島の

方々が私たちを受け入れてくださるのか、放射

線や地震などの不安があったが、福島の方々は

みんな心が暖かく私たちを迎えてくださった。

話を聞いてみると毎日放射線の不安などを抱え

ながら子育てをされていた。また、外で遊ぶこ

とがまだまだ制限されるため、遊ぶ場所に苦労

されていた。それを聞いて自分たちの周りでは

想像が付かず衝撃を受けた。

大型迷路絵本で遊んでいる子どもの姿を見てい

つもとは違う空間を楽しんでくれていたのでは

ないかと考えた。

また、笑顔で受け答えしてくださる保護者ばか

りでしたが、「子どもに伝えたいこと」の質問

に、涙を流される保護者の姿もあった。保護者

は、今も地震や見えないものへの恐怖（放射線）、

将来の子どもの病気などの不安を抱えて生活さ

れている。自分のことよりも子どものことを気

にかけ、本当にこれでいいのかという疑問をも

ちながらも明るく前向きに子どもと共に毎日を

過ごされていることが推測できた。

そして一番私たちが印象に残ったのが福島に住

んでいるお母さんは「震災があっても福島が大

好き」と言われていたことである。こういった

悲しい出来事が起こっても自分が生まれ育った

場所を大切に思う姿に私たち自身も生まれ育っ

た場所を大切にしようと思った。

Ⅶ　ま と め

大型迷路絵本を通して、多くの親子が笑顔に

なる瞬間を見ることができた。福島の親子と交

流して、いつ何が起こるかわからない状況の中、

子どもと過ごす時間を大切にすることで親子の

結びつきが深まっていると感じた。
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